
　11月８日㈰、消防団松代方面隊による防火広報パレードが行
われました。松代方面隊では、秋季火災予防運動時に小学生が
消防車に乗り込み、児童自身が考えた広報文を車載マイクで広
報する活動が続いています。今年は４人の児童が参加し、防火
活動に一役買っていました。
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●高齢者の福祉サービス
●褒章・表彰／めざせ！観光交流都市
●人事行政事情のお知らせほか
●総合型地域スポーツクラブ
●文化協会連合会文化賞／はたログほか
●地域の風～支所からのたより～
●きらめき青春／おーい！昔ほか
●まちの話題TOWN TOPICS
●お知らせ・ガイドほか
●この時　熱中・夢中

　11月８日㈰、消防団松代方面隊による防火広報パレードが行
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高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
行
っ
て
い
る
主
な
サ
ー
ビ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
齢
者
の

 
福
祉
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
対
応
型

　
　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

■問合せ

　福祉課高齢福祉係・
　　おとしより相談係
　　　　☎ 757-9758
　または各支所市民課

　人との交流や楽しみを持たない生活が長く続くと、脳の元気がなくなってきま

す。それが認知症の始まりです。

　認知症の予防には、いつまでも脳をいきいき使う習慣が必要です。例えば、地

域交流や趣味をとおした仲間づくりなどの楽しみを生活の中に取り入れることが

大切です。

　また、血圧などの日ごろの健康管理にも注意しましょう。

認知症は脳の病気です！
 “ある日突然、家族の顔も分からなくなって夜中に徘

はい

徊
かい

を始める”ということはほとんどあ

りません。認知症は徐々に進行する脳の病気です。

 そのため、ほかの病気と同じように早期発見・早期治療が最も大切です。心配な人は担当地

域の相談窓口に相談しましょう。

認知症の早期症状を見つけましょう！（※○が４個以上つくと認知症の疑いがあります）

１ 　無表情・無感動の傾向がみられる ６ 　一日や一週間の計画が自分で立てられない

２ 　ぼんやりしていることが多い ７ 　３つ以上の用事を同時に並行して片付けられ
　ない

３ 　生きがいを覚えているふうがない ８ 　反応が遅く、動作がもたもたしている

４ 　根気がまったく続かない ９ 　同じことを繰り返し話したり尋ねたりする

５ 　発想が乏しく、画一的になる 10 　相手の意見を聞かない

認知症の相談窓口

事　業　所　名 所在地・電話番号 担　当　地　域

福祉課おとしより相談係 　十日町市千歳町 3-3
　☎ 757-9758 　市内全域

地域包括支援センター三好園しんざ 　十日町市新座甲 609-2
　☎ 750-5380 　十日町・新座大井田・中条・下条

地域包括支援センターつまりの里 　十日町市新宮乙 195-3
　☎ 758-2324 　中里・十日町川治・六箇・吉田・水沢

社協とおかまち 　十日町市松代 3559-6
　☎ 597-3805 　川西・松代・松之山

認知症を予防するには？

○脳を元気にするコツ
　　公民館の学級活動や老人クラブ、地域の運動や楽しみの会、認知
　症予防教室などへの参加をお勧めします。

　
一
人
暮
ら
し
な
ど
で
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
人
や
友
だ
ち
が
ほ
し
い
人
な
ど

が
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
楽
し
い
趣
味
活
動

な
ど
を
行
い
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
一
人
暮
ら
し
な
ど
で
調
理
が
困
難
な
人

に
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
て
昼
食
を

届
け
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
貸
与
・

 

日
常
生
活
用
具
給
付

　
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
人
に
、
急
に
具
合

が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
電
話
回
線
を
利
用

し
て
身
近
な
人
に
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
の

貸
与
や
、
自
動
消
火
器
・
火
災
報
知
器
・

電
磁
調
理
器
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊

　
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
数
日
間
泊
ま
っ

て
、
生
活
習
慣
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
体

調
を
整
え
ま
す
。

除
排
雪
援
助

　
市
民
税
均
等
割
以
下
世
帯
で
、
市
内
に

 

自
立
者
向
け

　
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
一
人
暮
ら
し
な
ど

の
人
の
家
を
訪
問
し
て
、
料
理
や
洗
濯
な

ど
の
家
事
を
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
り
、
相

談
を
受
け
た
り
し
ま
す
。

 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
一
般
の
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
在
宅
高
齢
者
に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

 

認
知
症
予
防
事
業

　「
脳
の
い
き
い
き
度
」
チ
ェ
ッ
ク
と
、

認
知
症
予
防
の
た
め
の
軽
体
操
や
創
作
活

動
な
ど
を
行
い
ま
す
（
十
日
町
地
域
の
み

実
施
）。

寝
た
き
り
・
認
知
症

 

高
齢
者
の
家
族
支
援

◆
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支
給
事
業

　
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を

受
け
て
い
る
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高

齢
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、
月

額
５
、０
０
０
円
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◆
紙
お
む
つ
等
購
入
費
支
給
事
業

　
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
、
常
時
排
せ

つ
障
が
い
が
あ
り
、紙
お
む
つ
・
補
助
パ
ッ

ド
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
、
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
家
族
介
護
慰
労
事
業

　
要
介
護
４
、
５
相
当
の
高
齢
者
を
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
ず
に
１
年
以
上

自
宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世

帯
に
、10
万
円
の
慰
労
金
を
支
払
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け
安
心
住
ま
い

　
る
整
備
補
助
事
業

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
自
宅
を
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
な
ど
の
改
造
を
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

障がい者控除のために
認定書を交付します

　65歳以上の要介護認定者で、障害者手帳などの受

給者と同程度と認められた場合、所得税や市・県民税

の障がい者控除が適用される場合があります。希望す

る人は申請をしてください。審査のうえ、該当者には

認定書を交付します。

●申請に必要なもの：介護保険証、印鑑

※交付には１週間程度かかります

子
が
な
く
親
族
か
ら
の
支
援
が
得
ら
れ
な

い
要
援
護
高
齢
者
な
ど
に
、
除
雪
ま
た
は

融
雪
屋
根
に
か
か
る
経
費
の
援
助
を
行
い

ま
す
。
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第28代 ミス十日町雪まつり

～東京都葛飾区、
 埼玉県和光市との交流～

新潟DCのシンボルマーク

めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

⑭

　観光交流課では、首都圏を中心に国内の都市と交流を行っていま

す。雪まつりが縁で始まった交流など、きっかけはさまざまです。

今回、災害協定がきっかけで始まった、２つの都市との交流を紹介

します。

す
。
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ベ
ル
ナ

テ
ィ
オ
は
和
光
市
と
指
定
保
養
所
の
協
定

を
結
ん
で
い
て
、
多
く
の
和
光
市
民
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
９
月
に

ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
で
開
催
さ
れ
る
ク
ロ

ア
チ
ア
カ
ッ
プ
に
、
和
光
市
の
少
年
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

■
災
害
時
相
互
応
援
協
定
か
ら
始
ま
�
た

交
流

　
観
光
交
流
課
で
は
、
十
日
町
市
の
観
光

や
物
産
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、
東
京
都
葛
飾

区
と
埼
玉
県
和
光
市
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
交
流

は
、
災
害
時
に
生
活
物
資
や
食
料
の
供
給

と
迅
速
な
応
急
対
応
を
行
う
た
め
に
、
平

成
11
年
に
葛
飾
区
、
16
年
に
和
光
市
と
の

間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
結
ん
だ
こ
と
が
縁
で
始
ま
り
ま
し
た
。

■
葛
飾
区
と
の
交
流

　
葛
飾
区
へ
は
、
葛
飾
区
東
四
つ
木
青
少

年
育
成
イ
ベ
ン
ト
（
３
月
）、
葛
飾
柴
又

ま
つ
り
（
５
月
）、
葛
飾
区
産
業
フ
ェ
ア

（
10
月
）
の
３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
葛
飾
柴
又
ま
つ
り
へ
の
参
加

で
は
、
葛
飾
区
在
住
で
東
京
十
日
町
会
幹

事
の
鈴
木
益
雄
さ
ん
（
重
地
出
身
）
が
毎

年
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
は
、

十
日
町
市
の
物
産
を
販
売
す
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
ふ
る
さ
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
十

日
町
」
を
自
宅
近
く
に
開
設
し
、
年
間
を

と
お
し
て
当
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。

■
和
光
市
と
の
交
流

　
和
光
市
へ
は
、
和
光
市
民
ま
つ
り
（
11

月
）
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
和
光

市
民
ま
つ
り
で
は
、
水
沢
地
区
伝
統
芸
能

保
存
会
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
十
日
町
市

無
形
民
俗
文
化
財
「
水
沢
の
石
場
か
ち
」

を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
ま
つ
り
へ
の
参
加
以
外
に
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
な
相
互
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま

　
中
越
大
震
災
の
と
き
は
、
葛
飾
区
や
和

光
市
の
職
員
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い

ち
早
く
当
市
に
駆
け
付
け
、
給
水
車
に
よ

る
給
水
や
支
援
物
資
の
提
供
な
ど
の
被
災

者
支
援
に
当
た
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
今

後
も
こ
の
交
流
の
充
実
を
図
り
、
交
流
人

口
の
拡
大
や
観
光
・
物
産
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
心
通
う
交
流
を
と
お
し
て

　
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
市
内
業
者

も
参
加
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
切
り
も
ち
、

み
そ
、
乾
そ
ば
、
地
酒
な
ど
の
十
日
町
市

の
特
産
品
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
と
評
判
に
な
り
、
今
で
は
多
く

の
常
連
客
が
で
き
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
和
光
市
民
ま
つ
り
で

﹁
水
沢
の
石
場
か
ち
﹂
を
披
露
し
た
、
水
沢
地

区
伝
統
芸
能
保
存
会
の
皆
さ
ん

　
市
内
の
観
光
資
源
画
像
を
年
賀
状

に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
市
観
光

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.to

k
a
m

a
c
h
is

h
ik

a
n

k
o
u

.

jp
/

）
か
ら
、
各
種
画
像
を
取
り
込

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
提
供
し
て
い
る
画
像

　「
十
日
町
雪
ま
つ
り
」

　「
国
宝
火
焔
型
土
器
」

　「
大
白
倉
の
バ
イ
ト
ウ
」

　「
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と
」

　「
松
代
の
棚
田
」

　「
む
こ
投
げ
」　
　
な
ど

●
問
合
せ

　
市
観
光
協
会

　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
３
４
５

十
日
町
市
の
観
光
資
源
画
像
を

　

年
賀
状
作
成
に

 

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

瑞
宝
単
光
章小林 義幸さん

(中仙田・76歳)

　
永
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
従
事

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
小
林
義
幸
さ
ん

が
秋
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
に
旧
仙
田
村

消
防
団
団
員
を
拝
命
、
平
成
５
年
ま
で
の

39
年
間
に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
地

域
防
災
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
63
年
か
ら
は
団
長
を
務
め
、
全
消
防
団

員
の
信
望
を
集
め
ま
し
た
。

　
受
賞
に
あ
た
り
小
林
さ
ん
は
、「
39
年

の
間
に
は
松
葉
沢
や
室
島
の
な
だ
れ
を
経

験
し
ま
し
た
。
受
賞
は
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
が
、
自
分
と
い
う
よ
り
も
消
防
団
を

国
が
認
め
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
消
防
功
労
）

　
仏
壇
の
伝
統
工
芸
士
と
し
て
活
躍
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
村
山
さ
ん
は
、

「
子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
統
的
工
芸
品
教
育
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰

樋口　誠さん
(土市４）

（
自
動
車
整
備
振
興
な
ど
）

経
済
産
業
大
臣
表
彰

村山 義郎さん
(四日町２・71歳)

（
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
）

　
十
日
町
車
検
セ
ン
タ
ー
協
業
組
合
理
事

長
を
は
じ
め
多
く
の
役
職
を
務
め
、
自
動

車
整
備
振
興
や
交
通
安
全
活
動
な
ど
幅
広

く
活
躍
し
て
い
ま
す
。
樋
口
さ
ん
は
、「
こ

れ
を
励
み
に
精
進
を
重
ね
、
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

おめでとう
ございます

褒章・
表彰

　
平
成
22
年
２
月
19
㈮
�
21
日
㈰
に
第
61
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
�
21
日
に

ク
ロ
ス
10
で
行
う
�
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
�
華
や
か
な

舞
台
は
女
性
の
あ
こ
が
れ
�
ミ
ス
に
選
ば
れ
る
と
�
き
れ
い
な
着
物
を
着
て
十
日
町
市
の
親

善
大
使
と
し
て
活
躍
で
き
ま
す
�
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
ま
す
�

◆
応
募
資
格

①
県
内
在
住
で
満
18
歳
以
上
（
高
校
生
は

除
く
）
の
未
婚
の
女
性
。
た
だ
し
、
県

外
在
住
で
も
、
新
潟
県
出
身
で
帰
省
地

が
あ
る
人
は
応
募
で
き
ま
す
。

②
市
の
観
光
親
善
大
使
と
し
て
、
年
間
を

と
お
し
て
平
日
を
含
め
市
の
観
光
行
事

な
ど
に
参
加
可
能
な
人
。

③
ほ
か
の
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
し
、

任
期
中
で
な
い
人
。

◆
応
募
方
法

◆
審
査
会
日
程

①
予
選
会
（
書
類
審
査
） 

１
月
24
日
㈰

②
本
選
会
出
場
者
説
明
会 

２
月
７
日
㈰

③
本
選
会
（
公
開
審
査
） 

２
月
21
日
㈰

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　
〒
９
４
８

－

０
０
８
２

　
十
日
町
市
本
町
２
本
町
分
庁
舎
内

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
コ
ン
テ
ス
ト
係

　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
０
０

　
　

F
A
X
７
５
７

｜

５
１
５
０

第29回
　
問
合
せ
先
に
配
置
し

て
あ
る
応
募
用
紙
に
３

か
月
以
内
に
撮
影
し
た

顔
と
全
身
の
カ
ラ
ー
写

真
を
同
封
し
、
申
込
み

先
に
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
※
応

募
用
紙
は
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
郵
送
し
ま
す

◆
応
募
締
切

　
平
成
22
年
１
月
21
日

㈭
午
後
５
時
必
着 コ

ン
テ
ス
ト
出
場
者
募
集
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人事行政事情のお知らせ人事行政事情のお知らせ
十日町市

　十日町市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成20年度の人事行政の運

営などの状況について公表します。なお、公表項目の職員給与に関して、平成20年度分につい

ては平成20年12月25日号の市報に掲載しました。平成21年度分については平成21年12月25日号

の市報に掲載する予定です。

（３）特別休暇などの導入状況

　特別休暇は、結婚、出産、お悔やみ、そのほか特別な事情により勤務しないことが相当な場合、条例の定めるところによ

り与えられる休暇です。（有給）

１．任免の状況について ①退職者の状況 ②採用者の状況
　平成20年度（H20.４.１〜H21.

３.31）の状況は、全体で退職者40

人、採用者20人となっています。

区　　分 人　数

定 年 退 職 27人　　

勧 奨 退 職 8人　　

普 通 退 職 2人　　

そ の 他 3人　　

合 計 40人　　

区　　分 人　数

上 級 13人　　

中 級 3人　　

初 級 2人　　

教 育 職 員 0人　　

そ の 他 2人　　

合 計 20人　　

２．定員適正化計画について

平成18年３月に定員適正化計画を策定し、平成18年度から平成22年度までの５年間で職員数を57人削減し、709人にす

る目標を定めました。削減にあたっては「事務・事業の見直し」「民間への委託」「組織、機構の見直し」などを総合的に組

み合わせて、目標達成を目指します。

区　　分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 計

職　員　数 766 749 742 729 720 709

増　　　減 △ 17 △ 7 △ 13 △ 9 △ 11 △ 57

３．職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況

※一部職場によっては時間差勤務を行っています。

（１）勤務時間の状況

　全職員について、労働基準法の限度内である１日８時間、１週間40時間となっています。

１週間の正規
の 勤 務 時 間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間

開始時間 終了時間 休憩時間

40時間 ８時間 8：30 17：30 12：00〜13：00

（２）年次有給休暇の取得状況（H20. １. １〜H20.12.31）

　年次有給休暇は、１年ごとに20日付与され、20日を超えな

い範囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができます。

※市長部局に在職する一般職員を対象とした数字です。

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数

4,349.0日 454人 9.6日

（４）介護休暇の取得状況

　介護休暇は、職員の家族を介護するため勤務しないことが相当な場合、条例の定

めるところにより６か月以内の期間で与えられる休暇です。（無給）
取 得 職 員 数

２人

（５）育児休業などの取得状況

　育児休業は、法律に基づき条例の定めるところにより、職員が３歳に満たない子

を養育する必要がある場合において休業できる制度です。（無給）
取 得 職 員 数

13人

４．職員の分限及び懲戒の状況
（１）分限処分の状況

　分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす

処分のことをいい、地方公務員法第28条に規

定されています。

　分限処分には、降任・免職・休職・降給の４

種類があります。

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計

０人 ０人 13人 ０人 13人

分限処分者数

　平成20年度（H20.４.１〜H21.

３.31）の状況は、全体で退職者５

人、採用者８人となっています。

１．任免の状況について ①退職者の状況 ②採用者の状況

区　　分 人　数

定 年 退 職 4人　　

勧 奨 退 職 1人　　

普 通 退 職 0人　　

そ の 他 0人　　

合 計 5人　　

区　　分 人　数

消 防 士 上 級 2人　　

消 防 士 初 級 6人　　

そ の 他 0人　　

合　　　　 計 8人　　

（２）勤務成績の評定の状況

　十日町市では職員の人材育成及び業務効率を増進させることを目的として、定期的（年２回、１月と７月）に勤

務成績の評価を行っています。

（１）職員の研修

　十日町市では公務の基礎知識から高度な行政運営能力を養うため、新潟県市町村総合事務組合などが行っている

研修を職員に受講させています。平成20年度は212人の職員が各種研修に参加しました。

５．職員の研修及び勤務成績の評定

（２）懲戒処分の状況

　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、

地方公務員法第29条に規定されています。

　懲戒処分には、戒告、減給、停職、免職の４

種類があります。
戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計

１人 ０人 ０人 １人 ２人

懲戒処分者数

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）厚生計画の状況 （２）公務災害などの状況

区　分 事　　業　　名 事　　業　　内　　容

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断及び事後指導など

人間ドック 人間ドック、脳ドック

メンタルヘルス研修会 メンタルヘルス対策の研修会

共済制度

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付など

長期給付 退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金など

福祉事業 貸付事業、保健事業、宿泊施設運営など

認 定 請 求 の 状 況

公 務 災 害 通 勤 災 害

６件 ０件

人事行政事情のお知らせ
十日町地域広域事務組合

　十日町地域広域事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成20年度の人事行政の運営

などの状況について公表します。なお、公表項目の職員給与に関して、平成20年度分については平成20年12月

25日号の市報に掲載しました。平成21年度分については平成21年12月25日号の市報に掲載する予定です。

（３）特別休暇などの導入状況

　特別休暇は、結婚、出産、お悔やみ、そのほか特別な事情により勤務しないことが相当な場合、条例の定めるところによ

り与えられる休暇です。（有給）

２．職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況

※消防職の交替制勤務職員は１当務あたり16時間であり、３交替制でローテーション勤務となっています。

（１）勤務時間の状況

　全職員について、労働基準法の限度内である１日８時間、１週間40時間となっています。

１週間の正規
の 勤 務 時 間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間

開始時間 終了時間 休憩時間

40時間 ８時間 8：30 17：30 12：00〜13：00

（２）年次有給休暇の取得状況（H20. １. １〜H20.12.31）

　年次有給休暇は、１年ごとに20日付与され、20日を超えな

い範囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができます。

※９か月以上在職した職員を集計

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数

974日 121人 8.1日
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「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

�

を
紹
介
し
ま
す
！

　「
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」「
中
里
総
合
ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｏ
―
Ｂ
Ｅ（
ヨ
ー

ベ
）」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
現
在
、
市
内
に
は
こ
の
二
つ
の
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
本
格
的
な
活
動
を
始
め
て
間
も
な

い
組
織
で
す
が
、
十
日
町
市
の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

皆
さ
ん
と
共
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

■
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
と
は
…

　
地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
り
、〝
多
種
目
〟〝
多
世
代
〟〝
多
志
向
〟

を
合
い
言
葉
に
運
営
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
す
。
複
数
の
種
目
が
用
意
さ
れ
て
い

て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ

る
人
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
・
興
味
・

関
心
・
技
術
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ
十
日
町
市
に
？

　
市
内
に
は
体
育
協
会
を
中
心
に
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種

目
で
積
極
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
既

存
の
団
体
と
競
合
す
る
組
織
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
と
お
し
て
、
地
域
の
住
民
意
識
や

連
帯
感
の
高
揚
、
世
代
間
の
交
流
、
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
、
健
康
・
体
力
の
保
持

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
が
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
「
十
日

町
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
で
掲
げ

る
、『
平
成
28
年
度
ま
で
に
成
人
の
50
％

が
週
１
日
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
』、

『
子
ど
も
た
ち
の
体
力
を
全
国
平
均
以
上

維
持
す
る
』
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、

〝
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
〟

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
☎
７
５
２
―
３
１
０
３

多世代
年齢・性別を問わ

ず、生涯をとおし

て気軽に楽しめる

多種目
自分の好きな種目

をいくつでも選ん

で楽しめる

一貫指導
ジュニアからシニ

アまで一貫した方

法で高度な指導が

得られる

コミュニケーション
多くの地域の人と

接し、友好の輪を

広げる

拠点施設
地域のスポーツ施

設を有効利用でき

る

スポーツ指導
クラブ会員が一堂

に会してスポーツ

を楽しめる組織的

事業

総合型地域

スポーツクラブ
自主運営・

受益者負担

市
民
参
加
の
新
し
い
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
目
指
し
て

中里総合クラブ

YO － BE（ヨーベ）

　地域の健康づくりと地域交流の場の提供を目

的としています。名称は、仲間を「呼ぶ」と、「歩

く」という意味の方言「よぶ」からとり、みん

なで共に歩いていこうという思いが込められて

います。

■問合せ　中里総合センター内

　　　　　☎090-2743-9911

NPO 法人

ネージュスポーツクラブ

　子どもたちが本来持っている力を引き伸ばす

環境、成人・高齢者の健康保持促進を目的とし

た環境づくりを目指します。

■問合せ　市総合体育館内

　　　　　☎752-6202

（４）介護休暇の取得状況

　介護休暇は、職員の家族を介護するため勤務しないことが相当な場合、条例の定

めるところにより６か月以内の期間で与えられる休暇です。（無給）
取 得 職 員 数

０人

（５）育児休業などの取得状況

　育児休業は、法律に基づき条例の定めるところにより、職員が３歳に満たない子

を養育する必要がある場合において休業できる制度です。（無給）
取 得 職 員 数

０人

（２）勤務成績の評定の状況

　十日町地域広域事務組合では職員の人材育成及び業務効率を増進させることを目的として、定期的（年２回、１

月と７月）に勤務成績の評価を行っています。

（１）職員の研修

　十日町地域広域事務組合では消防救急技術を養うため、新潟県消防学校などが行っている研修を職員に受講させ

ています。平成20年度は28人の職員が各種研修に参加しました。

４．職員の研修及び勤務成績の評定

３．職員の分限及び懲戒の状況
（１）分限処分の状況

　分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす

処分のことをいい、地方公務員法第28条に規

定されています。

　分限処分には、降任・免職・休職・降給の４

種類があります。

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

分限処分者数

（２）懲戒処分の状況

　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、

地方公務員法第29条に規定されています。

　懲戒処分には、戒告、減給、停職、免職の４

種類があります。
戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

懲戒処分者数

５．職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）厚生計画の状況 （２）公務災害などの状況

区　分 事　　業　　名 事　　業　　内　　容

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断及び事後指導など

人間ドック 人間ドック、脳ドック

B型肝炎検査、予防接種 消防職員を対象とする検査

特定業務従事者検診 特定業務従事の消防職員を対象とする検診

共済制度

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付など

長期給付 退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金など

福祉事業 貸付事業、保健事業、宿泊施設運営など

認 定 請 求 の 状 況

公 務 災 害 通 勤 災 害

１件 ０件

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

�

流
行
期
で
す

　
市
内
で
も
流
行
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
な
い
よ

う
、
ま
た
感
染
が
拡
大
し
な
い
よ
う
、
つ

ぎ
の
取
り
組
み
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
し
な
い
た
め
に

◆
う
が
い
・
手
洗
い
を
こ
ま
め
に

（
う
が
い
薬
や
石
鹸
で
し
っ
か
り
と
）

◆
人
混
み
を
避
け
ま
し
ょ
う

◆
栄
養
補
給
と
睡
眠
を
し
っ
か
り
と

感
染
し
た
ら

◆
熱
、
咳
、
鼻
汁
・
鼻
づ
ま
り
、
の
ど
の

痛
み
な
ど
の
症
状
が
で
た
ら
、
マ
ス
ク

の
着
用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
、
外

出
を
控
え
る
な
ど
、拡
大
防
止
に
努
め
、

早
目
に
お
近
く
の
医
療
機
関
に
電
話
で

確
認
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
が
注
意
す
る
こ
と

◆
体
温
や
容
体
の
変
化
に
気
を
配
り
、
悪

化
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
受
診
し
た
医

療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
患
者
と
接
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用

◆
看
護
を
し
た
後
は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

◆
で
き
れ
ば
患
者
と
別
の
部
屋
で
過
ご
す

◎
問
合
せ
　
健
康
支
援
課

　
　
　
　
　
☎
７
５
７
―
９
７
５
９

感
染
予
防
に

�

努
め
ま
し
ょ
う
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事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

宮本警報器㈱十日町工場

その12

株式会社ジャパンクラフト

宮本警報器㈱十日町工場

昭和57年、㈱赤坂宝石（現在は㈱赤坂ユニベイス）・技術部として発足し、昭和60

年に分離独立しました。設立以来、地元の青年を積極的に採用し、貴金属宝飾品のク

リエイティブ・ファクトリーとして日本の最高峰を目指しています。斬新なデザインのお

しゃれな社屋で、宝飾品を製造しています。東京でデザインされた宝石を留める空枠

にプラチナを流し込んでつくります。それを磨き、宝石を石止めして指輪ができあがり

ます。最高級の石留め技術であるマイクロ

セッティングとCADを使った製造技術が特

徴です。十日町の水は軟らかく、肌のいい

〜プラチナ加工のトップメーカー㈱赤坂ユニベイス（卸売：ジュエリーハンズ
GOSHO、小売：ジュエリー GALA）の宝飾品を製造している工場です。人の
手で磨くことで、優しさとぬくもりのある輝きの指輪やネックレスが誕生します〜

〜日産自動車㈱の協力工場としてカーエレクトロニクス関連製品を製造 
しています。自社開発した自動組立機による生産ラインで、信頼性の 
高い製品づくりをしています〜

社長が高校生のころ、十日町市山谷に疎開していた縁もあり、昭和48年、十

日町工場を新築し生産を開始しました。その後、第２、第３工場を増設し、現在、

５種類の製品（ホーン、ブザー、リレー、スイッチ、電子ユニット）を製造して

います。明治創業当時、各種ラッパの製造販売をしていたこともあり、自動車の

クラクションを製造するようになりました。左の写真は渦巻き型の自動車用ホー

ンです。また、世界標準の汎
はん

用
よう

リレーであるマイクロISOリレー・ミニISOリレ

ーは月産100万個を生産しています。製造した

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで

　代 表 者：代表取締役　宮本 富雄
　所 在 地：十日町市山谷1228
　連 絡 先：☎757-0007
　　　　　　URL：http://www.miyamoto-horn.jp/
　従業員数：98人
　事業内容：ホーン・ブザー・リ

レー・スイッチ・電
子ユニットの製造

　採用計画：未定
　理念/方針：和を大切に、創意

工夫で良い製品造
り

　代 表 者：代表取締役社長　赤坂 勝良
　所 在 地：十日町市明石町6-1
　連 絡 先：☎752-5257
　　　　　　URL：http://www.gosho.ne.jp/
　　　　　　         http://www.j-gala.co.jp/
　従業員数：40人
　事業内容：宝石・貴金属の加

工販売
　採用計画：若干名
　理念/方針：優しさのあるもの

づくり・地元人材
の積極的採用

株式会社　ジャパンクラフト

プラチナ加工ができます。また、手先が器用な十日町の人が磨くことで、優し

さとぬくもりの輝きが生まれます。できあがった宝飾品は、銀座などの自社小

売店 5店舗と全国の取扱店１万2,000店で販売されます。海外流出する企業が

多い中、今後も地元の人を採用し、日本の十日町で最高のものづくりをし、国

内さらには海外へいいものを販売していくことを目指しています。

部品は、翌日には部品を使用する工場へ送られ、自動車部品として使われます。

製造ラインには自社開発した自動組立機が入り、自動化により生産効率が高く高

品質な製品づくりが可能です。生産ラインは月曜から土曜朝まで24時間稼動し

ています。多様化・高度化・デジタル化の波に対応するためCADシステムを使

用し、高密度・高信頼性を目指しています。我が社の宝は従業員です。今後も社

員一丸となって積極的な技術開発と高い品質目標を掲げ挑戦し続けます。

　
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
十
日

町
税
務
署
、
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協

議
会
で
は
、
中
学
生
を
対
象
に
、
税
に
つ

い
て
の
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。
次
に
、

入
選
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
国
税
庁
長
官
賞

　
小
林
結
梨
（
南
中
３
年
）

　
　
「
税
の
も
う
一
つ
の
姿
を
知
っ
て
」

■
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

　
渡
邊
紗
希
（
吉
田
中
３
年
）

　
　
「
社
会
を
支
え
る
税
金
」

■
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
星
名
　
航
（
十
日
町
中
３
年
）

　
　
「
第
三
セ
ク
タ
ー
に
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
税
金
の
大
切
さ
」

■
十
日
町
税
務
署
長
賞

　
吉
楽
涼
子
（
中
里
中
３
年
）

　
　
「
社
会
を
支
え
る
税
」

　
福
島
美
里
（
中
条
中
３
年
）

　
　
「
税
っ
て
何
？
」

■
関
東
信
越
税
理
士
会
十
日
町
支
部
長
賞

　
高
野
絹
代
（
中
里
中
３
年
）

　
　
「
医
療
費
に
つ
い
て
」

■
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

　
野
上
朋
子
（
下
条
中
３
年
）

　
　
「
国
民
の
税
金
」

　
市
川
美
乃
里
（
松
代
中
３
年
）

　
　「
消
費
税
　
税
率
は
上
げ
る
べ
き
か
」

　
早
川
法
子
（
松
之
山
中
３
年
）

　
　
「
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
柱
」

■
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

〈
最
優
秀
賞
〉

　
近
藤
　
瞳
（
下
条
中
３
年
）

　
　
「
意
味
の
あ
る
税
金
」

〈
優
秀
賞
〉

　
増
田
友
美
（
南
中
３
年
）

　
　
「
税
金
に
つ
い
て
」

　
川
崎
叶
子
（
吉
田
中
３
年
）

　
　
「
税
と
共
に
」

〈
入
選
〉

　
樋
口
雅
美
（
十
日
町
中
３
年
）

　
　
「
税
金
を
考
え
る
街
へ
」

　
林
　
龍
太
郎
（
十
日
町
中
３
年
）

　
　
「
税
の
大
切
さ
」

　
樋
口
友
里
（
十
日
町
中
３
年
）

　
　
「
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
税
」

　
関
口
満
里
奈
（
南
中
３
年
）

　
　
「
税
金
へ
の
感
謝
」

　
村
山
千
夏
（
南
中
３
年
）

　
　
「
税
が
あ
る
か
ら
…
」

　
小
海
孝
平
（
南
中
３
年
）

　
　
「
税
金
の
大
切
さ
」

　
長
谷
川
宏
夏
（
下
条
中
３
年
）

　
　
「
税
に
つ
い
て
」

　
小
林
沙
耶
香
（
下
条
中
３
年
）

　
　
「
税
の
大
切
さ
」

　
山
田
優
衣
（
下
条
中
３
年
）

　
　
「
税
の
大
切
さ
」

　
山
岸
直
弥
（
松
之
山
中
３
年
）

　
　
「
税
金
に
つ
い
て
」

中
学
生
の

税
に
つ
い
て
の
作
文

　第 15 回十日町市文化協会連合会（桾澤英男会長）
の文化祭が 11 月３日（文化の日）に開かれ、地域の
芸術・文化の振興に貢献した５人が表彰されました。

■
感
謝
状
　
（
敬
称
略
）

山
内
正
胤
（
学
校
町
１
）
　
本
会
の
設
立
に

寄
与
し
運
営
委
員
長
・
副
会
長
・
会
長
の
重

責
を
歴
任
し
、
本
会
の
発
展
に
貢
献

■
表
彰
状

庭
野
安
治
（
新
座
１
）
　
民
謡
界
の
役
員
と

し
て
後
進
の
指
導
育
成
に
精
励
、
数
々
の
大

会
で
栄
光
に
輝
い
た
功
績

越
村
慶
子
（
新
座
３
）
　
舞
踊
界
の
指
導
者

と
し
て
舞
踊
の
発
展
に
尽
く
し
、
舞
踊
の
国

際
親
善
に
貢
献

高
橋
邦
治
（
邦
岳
）（
本
町
東
１
）
　
地
域

書
道
の
普
及
・
指
導
に
貢
献
し
、
数
々
の
展

覧
会
で
栄
光
に
輝
い
た
功
績

コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
代
表
者
　
岡
元
眞
弓
（
学

校
町
１
）
　
設
立
以
来
15
年
に
わ
た
っ
て
、

音
楽
活
動
を
実
践
し
た
功
績

〈
一
般
の
部
〉　（
敬
称
略
）

○
最
優
秀
作
品
　

高
橋
敏
郎
（
新
宮
）「
み
ん
な
で
守
ろ
う

　
身
近
な
人
権
、
心
の
平
和
」

○
優
秀
作
品

川
田
定
夫
（
馬
場
）「
お
互
い
を
敬
う
意

識
が
心
の
絆
」

小
寺
光
雄
（
名
古
屋
市
）「
人
権
守
る
　

明
る
い
町
か
ら
　
広
が
る
笑
顔
」

小
林
善
一
郎
（
中
仙
田
）「
あ
り
が
と
う

　
一
回
増
や
し
て
　
や
さ
し
い
心
」

〈
中
学
生
の
部
〉

○
最
優
秀
作
品

中
條
　
渉
（
川
西
中
２
年
）「
温
か
い
　

あ
な
た
が
言
っ
た
　
あ
り
が
と
う
」

○
優
秀
作
品

高
橋
冬
夢
（
十
日
町
中
１
年
）「
い
じ
め

　
や
る
な
　
や
ら
す
な
　
見
て
い
る
な
」

田
中
麻
紀
子
（
川
西
中
３
年
）「
つ
な
げ

よ
う
　
心
と
心
の
　
絆
の
輪
」

三
輪
美
空
（
南
中
２
年
）「
や
め
よ
う
よ

　
そ
の
一
言
で
　
救
え
る
命
」

村
山
奈
穂
（
十
日
町
中
３
年
）「
町
じ
ゅ

う
に
　
み
ん
な
の
笑
顔
　
咲
か
せ
よ
う
」

十
日
町
市
人
権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業

人
権
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

結
果
発
表

十日町市文化協会連合会文化賞
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初期消火も自分たちの手で…
 組織全体で学びます

福祉の観点から、行政と住民が
 “つながる”組織として期待されます

　
あ
の
未み

曾ぞ

有う

の
中
越
大
震
災
か
ら
、
今

年
で
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。被
災
以
降
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
の
温
か
い
支
援
を

受
け
、
川
西
地
域
で
も
復
旧
・
復
興
が
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
平
成
17
年

か
ら
『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
』
の
た

め
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
推
進
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
川

西
地
域
で
は
現
時
点
で
50
行
政
区
中
47
行

政
区
が
自
主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
と
い

う
、
高
い
組
織
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
震
災
５
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
か
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
川

西
地
域
の
11
の
自
主
防
災
組
織
で
活
発
に

防
災
訓
練
が
実
施
、
も
し
く
は
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
11
月
８
日
㈰
に
は
、
中
屋
敷

自
主
防
災
会
（
清
水
悟
代
表
）
の
防
災
訓

練
が
中
屋
敷
農
村
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
屋
敷
自
主
防
災
会
は
、
中
屋
敷
・

寺
尾
・
美
咲
町
・
木
島
の
４
つ
の
行
政
区

が
参
加
し
、
平
成
20
年
に
設
立
。
今
回
の

防
災
訓
練
は
組
織
設
立
か
ら
初
め
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
訓
練
は
震
度
５
の
地
震
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
開
始
さ
れ
、
避
難
訓
練
や

対
策
本
部
立
ち
上
げ
訓
練
、
消
火
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
。
ま
た
、
消
防
署

の
協
力
も
得
て
、
濃
煙
体
験
ハ
ウ
ス
で
火

災
時
の
煙
を
体
験
し
た
り
、
防
災
講
話
が

あ
っ
た
り
と
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
と
っ

て
充
実
し
た
防
災
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
強
固
な
地
域
防
災
力
を
築
く
に
は
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の〝
自
分
の
身
は
、自
分
で

守
る
〟
と
い
う
自
主
防
災
意
識
が
必
要
不

可
欠
で
す
。『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
』

に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
越
大
震
災
か
ら
５
年
〜

〝
自
分
の
身
は
、自
分
で
守
る
〞

自
主
防
災
組
織

�

防
災
訓
練

　現在、千手温泉『千年の湯』では施

設改修工事が行われています。それに

伴い、施設は次の日程で臨時休館とな

ります。大変ご迷惑をおかけしますが、

ご理解をお願いします。

【臨時休館の日程】

　11月30日㈪〜12月５日㈯の６日間

　※12月６日㈰から通常営業します。

【問合せ】

　千手温泉『千年の湯』☎768-2988

　11月７日㈯、NPO法人『ほほえみ』設立総会が開催され、NPO法人

として正式に設立されることが決まりました。

　この日の総会には、正会員として今後活動に携わる57人のほか、来

賓に川西地域協議会の柄澤和久会長や関口市長などが出席。議事では原

案どおりに法人設立が承認されました。総会後は、三条市のNPO法人『地

域たすけあいネットワーク』の加藤裕子理事長による記念講演も行われ

ました。

　今後、組織はNPO法人として登記され、平成22年４月から活動を開始。

子育て・高齢者・障がい者支援などの福祉事業を中心に、地域の特性や

資源を生かし、安全・安心でいつまでも快適に暮らし続けられる地域を、

住民自らが参画し創り出す組織として期待されています。

　NPO法人『ほほえみ』では、現在、支援していただける会員を募集

しています。問合せは、かわにしNPO地域支えあい組織設立準備委員

会（☎761-7744）までお願いします。

満を持して
承認されました!

NPO法人
『ほほえみ』が
設立されます

千手温泉『千年の湯』
臨時休館のお知らせ

松
之
山
地
域
振
興
計
画
の
実
施
に
向
け
て

実
施
計
画
策
定
部
会
開
催

松
之
山
地
域
振
興
計
画
の
実
施
に
向
け
て

実
施
計
画
策
定
部
会
開
催

　10月25日㈰、松之山農業祭が自然休養村セ

ンターで開催され、約1,200人の人出でにぎわ

いました。開幕と同時に野菜販売コーナーには

市民や観光客がどっと押しかけ、キャベツやレ

ンコンなどを買い求めていました。味どころサ

ービスでは、新米のおにぎりや手打ちそばなど

に舌鼓。また、恒例のもちつき大会では、つき

たてのもちを求めて長い行列ができました。収

穫を喜び、味覚を楽しむ農業祭は、秋の恵みを

満喫するにぎわいの一日となりました。

秋の火災予防運動防火広報に
松里小学校児童参加

　
11
月
10
日
㈫
・
11
日
㈬
の
両
日
、
松
之

山
支
所
大
会
議
室
で
、
松
之
山
地
域
振
興

計
画
実
施
計
画
策
定
部
会
（
相
澤
正
平
会

長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
策
定
さ
れ
た
地
域
振
興
計
画

で
は
、
５
つ
の
基
本
方
針
を
設
定
し
、
基

本
方
針
ご
と
に
施
策
の
展
開
と
事
業
メ
ニ

ュ
ー
を
整
理
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
か
ら
重

点
的
・
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
事
業
を
整

理
し
、
⑴
芸
術
・
文
化
の
振
興
、
⑵
農
業

を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化
、
⑶
ブ
ナ

林
や
棚
田
の
保
全
、
⑷
交
通
ア
ク
セ
ス
の

強
化
、
⑸
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る
地

域
づ
く
り
、
⑹
体
験
交
流
や
教
育
交
流
の

充
実
、
⑺
松
之
山
温
泉
を
核
と
し
た
観
光

地
づ
く
り
の
７
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
こ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、地
域
住
民
や
各
種
団
体
の
代
表
者
、

松
之
山
支
所
関
係
各
課
職
員
が
加
わ
り
、

第
１
回
目
の
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

部
会
で
は
、
自
己
紹
介
、
部
会
長
の
選
出

に
続
き
、
今
後
５
年
く
ら
い
の
間
に
取
り

組
み
を
必
要
と
す
る
事
業
に
つ
い
て
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
各
部
会
で

会
議
を
重
ね
、
本
年
度
末
を
め
ど
に
ま
と

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　秋の火災予防運動が始まる前日の11月８日㈰、十日町

消防団松之山方面隊と分遣所、松里小学校（丸山公一校

長）の児童４年生から６年生のうち９人が参加し、２班に

分かれて松之山地域内全域で防火広報パレードが行われま

した。分遣所前で参加児童に防火広報隊の任命書が手渡さ

れ、消防自動車に分乗し出発。広報隊一行はＪＡ松之山支

店前など数か所で、「私たちと火災予防の３つの約束をし

てください。１つ、寝たばこは絶対にやめてください。２

つ、ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用して

ください。３つ、ガスコンロのそばを離れるときは、必ず

火を消してください」と火の用心を呼びかけました。

第28回松之山農業祭
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昭和の十日町

しもう ポーツ
くろう 康

No.8

「第６回十日町雪まつり」に高松宮が来市

市制施行後、初の雪まつりで市民の意気込み

も一段と高まった第６回十日町雪まつり。岡田

正平知事（写真中央）の案内で、高松宮（写真

右）が来市されました。

このころの日本経済は、造船や鉄鋼などの基

幹産業の発展がめざましく、この年の下半期か

ら約２年間にわたり、神武景気と呼ばれる好景

気となりました。

年末発表された経済白書には、「もはや戦後

は終わった」と総括されました。

● 撮影時期：昭和30年２月

● 撮影場所：市内

8

小
杉
研
二
郎
会
長
・
水
落
匠
副
会
長
・
月
岡
彩

菜
副
会
長
―
―
み
ん
な
が
自
分
の
役
割
を
果
た

し
て
行
動
す
る
、
活
発
な
生
徒
会
で
す
。
生
徒

会
で
は
、「
あ
せ
ま
み
れ
運
動
」
と
「
い
じ
め

0
ス
ク
ー
ル
活
動
」
を
柱
に
し
て
、
毎
月
テ
ー

マ
を
話
し
合
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
25
日
の
高

陵
祭
で
は
、
生
徒
会
で
い
じ
め
撲
滅
の
演
劇
を

す
る
の
で
、
猛
特
訓
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
と
お
し
て
、
生
徒
た
ち
に
手
本
を
示

す
生
徒
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
豪
史
先
生
―
―
控
え
め
で
お
と
な
し
い
生

徒
が
多
い
中
、
活
動
を
企
画
し
た
り
自
分
か
ら

進
ん
で
行
動
し
た
り
す
る
頼
も
し
い
生
徒
会
で

す
。
し
か
し
、
突
っ
走
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

と
き
に
は
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
優
し
い
心
を

持
ち
続
け
、
弱
い
立
場
の
人
を
助
け
る
リ
ー
ダ

ー
に
成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　「あせまみれ運動（あいさつ・整理整とん・ま

とまり・身なり・礼儀）」と「いじめ０スクール

活動」を２大柱に掲げて活動する、中条中学校生

徒会。今月は「ラストスパート・委員会との団結」

を合い言葉に、あいさつや身なり、礼儀を指導す

るために、委員会と連携して朝のあいさつ運動に

取り組んでいます。

中条中学校　生徒会

スポーツ振興課　☎ 752-3103

　10月24日㈯・25日㈰、新潟県総合型地域スポーツ

クラブ連絡協議会研修会が、市内のスポーツクラブ

「NPO法人ネージュスポーツクラブ」と「中里総合ク

ラブYO－BE」の主管により市内で開催されました。

　現在、全国では約2,700のスポーツクラブがあり、

県内には準備段階を含め39のスポーツクラブが活動

を行っています。県内17のスポーツクラブが集結し

たこの研修会には88人が参加。初日は情報館を会場

に生涯スポーツ社会の実現を目指した、地域と一体化

するクラブのあり方を研修テーマとし、サッカー J １

の前浦和レッズ社長・藤口光紀さんと元内閣官房審議

官で地域再生が専門の御園慎一郎さんを講師に迎え、

活発な意見交換を行いました。また２日目は会場を市

県内17の総合型地域スポーツクラブが集合!

街中ウォーク　目指せ世界一周40,000㎞

11月７日現在の歩行距離　4,770㎞

総合体育館に移し、近年全国的な広がりを見せている

スポーツ吹き矢の交流大会を開催。子どもから老人ま

で楽しめる新しいスポーツを参加者全員で体験しまし

た。

24日に情報館で開催されたシンポジウム

に
変
わ
り
、
や
が
て
二
人
は
深
く

愛
し
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
人
の
家
の
家
格
の
違

い
は
歴
然
。
ま
し
て
や
、
お
き
よ

は
あ
と
取
り
娘
で
、
と
て
も
恋
が

成
就
す
る
見
込
み
は
あ
り
ま
せ

ん
。
や
が
て
、
人
目
を
忍
ん
で
の

逢
瀬
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
に
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

二
人
の
仲
を
知
っ
た
両
家
の
親

た
ち
は
、「
な
し
た
と
！
」「
と
ん

で
も
ね
え
こ
と
し
て
く
れ
た
！
」

と
烈
火
の
ご
と
く
怒
り
、
二
人
を

引
き
裂
こ
う
と
し
ま
し
た
。
お
き

よ
も
兼
松
も
真
剣
に
両
親
に
願
い

ま
し
た
が
、
聞
き
入
れ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
と
う
と
う
兼
松
は
勘
当

さ
れ
、
お
き
よ
は
、
一
歩
も
外
に

出
ら
れ
な
い
よ
う
に
部
屋
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
お
き
よ
は
家
人
の

す
き
を
見
て
抜
け
出
し
、
待
っ
て

い
た
兼
松
と
と
も
に
山
に
向
か
い

ま
し
た
。気
が
つ
い
た
親
た
ち
は
、

村
中
の
人
を
動
員
し
て
山
狩
り
に

入
り
ま
し
た
。
追
い
詰
め
ら
れ
た

お
き
よ
と
兼
松
は
高
い
岩
山
に
上

り
詰
め
、
手
を
つ
な
い
で
清
津
の

流
れ
に
身
を
投
じ
て
し
ま
い
ま
し

た
。岩
山
の
松
の
木
の
根
元
に
は
、

遺
書
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
つ
づ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
結
ば
れ
な
い
恋
に
苦
し
む
の

は
、
自
分
た
ち
で
最
後
に
し
た
い

で
す
。
こ
の
悲
し
み
を
、
後
の
世

の
人
た
ち
に
は
喜
び
に
変
え
て
あ

げ
た
い
。
こ
の
岩
の
上
で
私
た
ち

二
人
の
名
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
」。

以
来
、
恋
の
悩
み
を
持
つ
人
た

ち
が
、
こ
の
岩
の
上
か
ら
流
れ
に

向
か
っ
て
「
お
き
よ
さ
ん
、
兼
松

さ
ん
！
」
と
叫
ぶ
と
、
必
ず
円
満

解
決
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

〈
五
十
三
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
。

瀬
戸
口
の
ム
ラ
に
、
お
き
よ
と

い
う
美
し
い
娘
が
い
ま
し
た
。
お

き
よ
の
家
は
、
由
緒
あ
る
ム
ラ
一

番
の
資
産
家
で
、
お
き
よ
は
大
事

に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
清
津
川
の

川
向
こ
う
に
は
、
兼
松
と
い
う
若

者
が
い
ま
し
た
。
兼
松
は
し
っ
か

り
者
の
働
き
手
で
し
た
が
、
生
家

は
ム
ラ
一
番
貧
し
い
家
で
し
た
。

兼
松
は
、
夜
も
明
け
き
ら
ぬ
う

ち
か
ら
草
刈
り
に
出
か
け
、
露
に

濡
れ
な
が
ら
清
津
の
川
べ
り
ま
で

降
り
る
の
が
日
課
で
し
た
。
あ
る

日
、
川
の
水
で
口
を
す
す
ぎ
顔
を

洗
っ
て
一
休
み
し
て
い
る
と
、
川

向
こ
う
に
、
お
き
よ
が
朝
の
水
く

み
に
下
り
て
き
ま
し
た
。
二
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
る
と
自
然
に
笑
顔

に
な
り
、
言
葉
を
交
わ
さ
な
く
て

も
心
が
安
ら
ぎ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
日
が
毎
日
続
き
、
何

よ
り
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
な
り

ま
し
た
。
楽
し
さ
は
い
と
お
し
さ

お
き
よ
兼
松
心
中
の
岩 

 

の
巻
（
西
田
尻
）
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十
日
町
勢
大
健
闘
！

十日町市公民館設置60周年記念式典・祝賀会

　11月8日㈰、十日町市の公民館設置60周年を祝う式典・祝賀会が
開催されました。現中央公民館は昭和22年に設置され、その後昭和
23年から29年にかけて現在の各公民館が設置されました。合併後と
いうこともあり、昭和24年に制定された社会教育法の下に公民館が
位置付けられてから60年目にあたる今年、各公民館の統一記念式典・
祝賀会として開催されました。午前の市民会館での記念式典では、公
民館関係者260人が出席する中、農林水産省大臣官房政策課の木村俊
昭企画官による「学びのしかけづくり」と題した記念講演が行われま
した。午後からは、会場をクロス10に移し祝賀会が行われ、各地域
の伝統芸能が披露され、伝統文化に熱心に取り組む姿に会場から大き
な拍手が起こっていました。

　

11
月
６
日
㈮
に
国
営
越
後
丘
陵
公
園
（
長
岡
市
）
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
、
第
19
回
新
潟

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
。
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
男
女
84
チ
ー
ム
が
争
い
ま
し
た
。

頂
点
に
輝
い
た
の
は
、
男
子
・
吉
田
中
学
校
、
女
子
・
十
日
町
中
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
初
の
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
両
校
は
12
月
19
日
㈯
に
山
口
県
山
口
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。�

（
敬
称
略
）

吉田中学校（男子）十日町中学校（女子）

１
区　

柳　
　

暁
人
（
２
年
）

２
区　

尾
身　

勇
気
（
３
年
）

３
区　

太
田　

将
史
（
３
年
）

４
区　

柳　
　

大
地
（
２
年
）

５
区　

酒
井　

正
善
（
３
年
）

６
区　

春
日　

耀
介
（
２
年
）

顧
問　

齋
木
勝
紀
先
生

太
田
将
史
主
将
―
―
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
夏
の
練
習
を
た
く
さ

ん
こ
な
し
た
こ
と
が
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
全
国
大
会
は
、
入
賞
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
。

１
区　

村
山　

奈
穂
（
３
年
）

２
区　

滝
沢
す
み
れ
（
１
年
）　

３
区　

石
井　

育
未
（
３
年
）

４
区　

髙
橋　

花
菜
（
２
年
）

５
区　

関
口　
　

悠
（
２
年
）

顧
問　

小
林
淳
司
先
生

村
山
奈
穂
主
将
―
―
大
会
前
日
に
、「
一
人
の

成
功
は
み
ん
な
の
成
功
」
と
励
ま
し
合
っ
て
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
を
崩

さ
ず
に
力
を
合
わ
せ
た
こ
と
が
優
勝
に
結
び
つ

い
た
と
思
い
ま
す
。
全
国
大
会
で
は
、
新
潟
の

名
を
残
せ
る
よ
う
に
入
賞
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
で
す
。

第
19
回
新
潟
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

十
日
町
市
芸
術
協
会
20
周
年
記
念

第
19
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
覧
会

　
唐
澤
祥
人
日
本
医
師
会
長
を
迎
え

て
特
別
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

市
民
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き

日
本
の
医
療
」

●
日
時
＝
12
月
12
日
㈯
午
後
３
時
〜

４
時
30
分
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入

場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
十
日
町
市

中
魚
沼
郡
医
師
会
（
☎
７
５
２
―
３

６
０
６
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
22
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
学
生
を
募
集
し

●
日
時
・
内
容
＝
▼
12
月
19
日
㈯
午

前
10
時
〜
10
時
30
分

：

「
お
ば
け
ビ

デ
オ 

ね
な
い
こ
だ
れ
だ
」、
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
０
時
40
分

：

「
お
く

り
び
と
」
▼
12
月
23
日
（
天
皇
誕
生

日
）
午
前
10
時
〜
10
時
25
分

：

「
お

ば
け
ビ
デ
オ 

お
ば
け
の
て
ん
ぷ

ら
」、
午
前
10
時
25
分
〜
午
後
０
時

15
分

：

「
ど
ん
ぐ
り
の
家
」
●
会
場

＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合

せ
＝
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
☎
７

５
０
―
５
１
０
１
）

　
会
員
の
作
品
を
展
示
・
販
売
し
ま

す
。
●
日
時
＝
12
月
５
日
㈯
・
６
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
６
日
は

５
時
ま
で
）
●
会
場
＝
中
央
公
民
館

●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
若
月

（
☎
７
５
７
―
０
３
１
１
）

十
日
町
Ｔ
Ｍ
Ｏ

街
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
＝
12
月
10
日
㈭
午
後
７
時
〜

●
会
場
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
●
参

加
費
＝
無
料
●
テ
ー
マ
＝
「
高
齢
者

に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
〜
中
延
商
店

街
に
学
ぶ
」
●
講
師
＝
沢
田
藤
司
之

氏（
街
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
）●
問
合

せ
＝
十
日
町
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
務
局
（
商
工

会
議
所
内
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

年
末
映
画
上
映
会

「森の学校」キョロロ
12月の里山体験プログラム

●参加費
　大人500円、小・中・高生300円
　（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ
　キョロロ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が
　必要です

日　時・テーマ

６日㈰　午後１時30分〜３時
　　初冬の森の生き物探険

13日㈰　午後１時30分〜３時
　　初冬の森の生き物探険

20日㈰　午前10〜午後３時
　　あんぼ作り

23日㈷　午後１時30分〜３時
　　初冬の森の生き物探険

26日㈯　午前８時30分〜11時30分
　　探鳥会

とおかまちの“食”のパワーを体験しよう

第３回十日町地域食育のつどい

　ほかにも、体験・展示コーナーやビデオ上映（①午前

10時30分〜②午後２時10分〜）など内容盛りだくさん！
●問合せ：十日町地域振興局健康福祉部（十日町保健所）

　　　　　地域保健課　☎757-2401

《食育ミニ講座》
講座１「噛む噛むチェック！よく噛む子は元気な子」

　①午前10時20分〜②午後１時30分〜（定員：各回約20人）

講座２「実践！食事バランスガイド〜料理を選んでバランスチェック」

　①午前11時20分〜②午後２時30分〜（定員：各回約20人）

講座３「おやつのカロリーあて エクササイズゲーム」

　①午前10時30分〜②午後１時30分〜（定員なし）

講座４「ごはんを食べよう！ごはんが進むおいしい野菜のおかず」

　①正午〜②午後２時30分〜（参加費：500円、定員：各回親子10組20人）

　※講座４のみ事前申込みが必要です

条
件
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維

持
課
建
築
住
宅
係
（
☎
７
５
７
―
９

９
３
５
）

地域 物　　　件 間 取 り 家 賃（月） 募集戸数

十
日
町

新座
県営住宅

昭和31年度建築
鉄筋コンクリート造３階建

６帖１室、
4.5帖１室、

K

7,200円　
〜10,800円

１戸
※単身
入居可

四日町
市営住宅

平成19年度建築
鉄筋コンクリート造５階建

６帖１室、
７帖１室、

DK

19,400円　
〜28,900円

１戸
※単身
入居可

松
代

善宗塚
住宅

昭和51年度建築
簡易耐火造３階建

６帖１室、
4.5帖２室、

DK

11,800円　
〜17,600円

１戸

松
之
山

湯山
団地

平成10年度建築
木造高床２階建

６帖１室、
DK

40,000円
１戸

※単身
入居可

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
＝
11
月
27
日
㈮
〜
12
月

10
日
㈭
※
入
居
資
格
な
ど
の
申
込
み

入場無
料

▪日時：12月５日㈯午前10時〜午後４時
▪会場：千手中央コミュニティセンター　
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　このコーナーは、まちの話題や活
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757─3112）へ、気軽にお寄せくださ
い。
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
23

日
㈷
・
29
日
㈫
〜
31
日
㈭

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
23
日
㈷
・
30
日

㈬
・
31
日
㈭

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
15
日
㈫
・

24
日
㈭
・
27
日
㈰
〜
31
日
㈭

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
29
日
㈫

〜
31
日
㈭

●
市
総
合
体
育
館
＝
14
日
㈪
・
15
日

㈫
・
29
日
㈫
〜
31
日
㈭

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
９
日
㈬
・
23

日
㈷
・
29
日
㈫
〜
31
日
㈭

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜

日
・
29
日
㈫
〜
31
日
㈭

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜

珠
算
・
暗
算
検
定
試
験

段
位
認
定
試
験

むし歯のないよい歯の子
10月の３歳児健診を受けた子27人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

庭 野 千
ち

愛
え

理
り

（稲荷町３南） 貴宏

太 島 練
れん

斗
と

（田川町３） 亜紀

庭 野 瑞
みず

生
き

（島） 雄也

岩 田 瑚
こ

羽
は

琉
る

（四日町中原） 東容

久 保 田 優
ゆう

斗
と

（中条下町） 亮

長 津 咲
さく

良
ら

（川治下町２） 一

鶴 田 涼
りょう

介
すけ

（塚原町） 雅也

清 水 　 詩
うた

（高山３） 憲昭

羽 鳥 莉
り

生
お

（千歳町１） 敏弘

桐 生 咲
さ

耶
や

（発電所通り西） 和久

柄 澤 旬
しゅん

哉
や

（沖立） 大輔

富 井 香
か

名
な

（上野） 陽介

樋 口 　 舞
まい

（白羽毛） 修三

米 持 光
こう

一
いち

郎
ろう

（室野） 義裕

坂 口 成
なる

実
み

（松之山） 鉄也

　
市
で
は
、
10
月
30
日
か
ら
10
％
お

得
な
「
十
日
町
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

国
税
の
手
続
き
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
！

　
平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
、
本
人
の
電
子
署
名
と
電
子
証

明
書
を
付
け
て
申
告
期
限
内
に
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所
得
税
か
ら
最

高
５
、
０
０
０
円
の
税
額
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
既
に
適
用

を
受
け
た
人
は
控
除
で
き
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
納
税
証
明
書
の
交
付
申
請
を

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
手
数
料
単

価
が
通
常
の
４
０
０
円
か
ら
３
７
０

円
と
な
る
ほ
か
、
書
面
が
大
量
の
枚

数
で
も
税
務
署
窓
口
で
す
ぐ
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ｅ
―
Ｔ
ａ

ｘ
の
利
用
に
は
、
電
子
証
明
書
の
取

夢
の
あ
る�

未
来
を
築
く�

み
ん
な
の
税

11
月
の
納
税
・
納
付

　
11
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
８
期
及
び
介
護
保

険
料
第
８
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

（
11
月
30
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
国
保
課

12
月
の
休
館
日

●
試
験
日
＝
22
年
２
月
14
日
㈰
●
申

込
み
期
間
＝
11
月
30
日
㈪
〜
22
年
１

月
８
日
㈮
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
申

込
み
期
間
内
に
、
申
込
書
（
問
合
せ

先
に
配
置
）
に
受
験
料
を
添
え
て
十

日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５

１
１
１
）

　
中
越
地
震
か
ら
５
年
目
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
検
診
で
す
。
ど
な
た
で
も

受
診
で
き
ま
す
。
●
日
時
＝
12
月
６

日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
●
会
場

＝
十
日
町
商
工
会
議
所
●
参
加
費
＝

無
料
●
問
合
せ
＝
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
予
防
検
診
支
援
会
事
務
局

（
☎
０
２
５
８
―
82
―
５
８
０
１
）

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

検
診
を
開
催
し
ま
す

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
か
ら
灯
油
を
小
分
け
す
る
と
き

に
、
う
っ
か
り
ミ
ス
で
灯
油
を
流
出

す
る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
油
の
流

出
は
地
下
水
や
河
川
の
汚
染
原
因
に

な
り
、
周
辺
住
民
に
迷
惑
を
及
ぼ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
灯
油
を
小
分
け

に
す
る
と
き
は
、
給
油
が
終
わ
る
ま

で
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
降
雪
前
に
外
部
配
管

し
た
給
油
管
の
点
検
も
行
い
ま
し
ょ

う
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
環
境

政
策
室
（
☎
７
５
７
―
３
７
４
０
）

離
れ
る
な
！

じ
っ
と
我
慢
の
２
分
間
！

　
浴
槽
ボ
イ
ラ
ー
入
れ
替
え
工
事
の

た
め
、
12
月
１
日
㈫
〜
４
日
㈮
の
４

日
間
、
入
浴
施
設
が
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
●
問
合

せ
＝
羽
根
川
荘
（
☎
７
５
２
―
５
４

３
４
）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
売
中
！

新
た
に
４
店
舗
が
加
盟
し
ま
し
た

日
・
25
日
㈮
〜
31
日
㈭

得
（
手
数
料
が
必
要
）、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど
の
事

前
準
備
が
必
要
で
す
。
電
子
証
明
書

を
す
で
に
取
得
し
て
い
る
人
は
、
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
切
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.e

-ta
x

.n
ta

.g
o
.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
税

務
署
（
☎
７
５
２
―
３
１
８
１
）

券
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
使
用
期

限
は
22
年
１
月
31
日
㈰
ま
で
で
、
市

内
の
加
盟
店
で
使
用
で
き
ま
す
。
新

た
に
４
店
舗
が
加
盟
し
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
●
新
規
加
盟

店
＝
ア
テ
ー
ナ
十
日
町
店
（
シ
ル
ク

モ
ー
ル
内
）、
ケ
ー
ズ
電
気
パ
ワ
フ

ル
館
（
下
島
）、
ボ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ

名
古
屋
（
新
座
３
）、鄙ひ
な

の
宿
千
歳
（
松

之
山
湯
本
）
●
問
合
せ
＝
産
業
振
興

課
商
工
振
興
係
（
☎
７
５
７
―
３
１

３
９
）

て
い
ま
す
。
●
出
願
期
間
＝
〜
22
年

２
月
28
日
㈰
●
資
料
請
求
・
問
合
せ

＝
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
羽
根
川
荘
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

　昨年度から、40歳以上の人には生活習慣病予防

のため健康診断を受診してもらっています。本年

度は、22年１月31日㈰まで指定の医療機関で受診

ができますので、まだ受診していない人は早めの

受診をお願いします。

◎問合せ：介護国保課国保係☎757-3735

国保に加入している皆さんへ

犯
罪
被
害
な
ど
に
関
す
る

個
別
相
談
会

12
月
４
日
㈮
〜
10
日
㈭
は

「
人
権
週
間
」
で
す

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
・

大
学
な
ど
の
入
学
時
や
在
学
中
に
か

か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
●
資
金
用
途
＝
入

学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ

ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
家
賃
な
ど
●

融
資
額
＝
１
人
３
０
０
万
円
以
内
●

利
率
＝
年
２
・
65
％
（
21
年
11
月
13

日
現
在
）
●
返
済
期
間
＝
15
年
以
内

（
交
通
遺
児
家
庭
・
母
子
家
庭
の
場

合
は
18
年
以
内
）
●
返
済
方
法
＝
毎

月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増

額
返
済
も
可
）
●
保
証
＝
㈶
教
育
資

金
融
資
保
証
基
金
（
連
帯
保
証
人
に

よ
る
保
証
も
可
）
●
問
合
せ
＝
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６
※

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　
11
月
10
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
２
ペ
ー
ジ
・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
、
第
45
回
市
民
体
操
競
技
大
会

小
学
生
男
子
１
位
の
福
崎
成
さ
ん
の

所
属
が
馬
場
小
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
水
沢
小
で
し
た
。
ま

た
、
18
ペ
ー
ジ
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら

笹
山
遺
跡
を
考
え
る
』
の
記
事
の
中

で
、
樋
口
美
作
氏
の
名
前
に
「
み
ま

さ
く
」
と
ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
「
み
ま
さ
か
」

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
多
重
債
務
、
金
融
、
不
動
産
、
相

続
、
医
療
、
家
庭
問
題
な
ど
、
暮
ら

し
の
中
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悩
み
事
に
弁
護
士
な
ど
の
専

門
家
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
厳
守
で
す
。
●
相
談
方
法
＝
相

談
内
容
と
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

郵
送
（
専
用
相
談
用
紙
は
労
働
金
庫

本
店
・
支
店
に
配
置
）、
ま
た
は
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

za
id

a
n
-h

u
k
u
sh

i.o
r.jp

/

）
※
電
話

で
の
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん

●
相
談
・
問
合
せ
＝
〒
９
５
１
―
８

５
６
５
新
潟
市
中
央
区
寄
居
町
３
３

２

｜

38
労
働
金
庫
内
㈶
新
潟
県
勤
労

者
福
祉
厚
生
財
団
「
暮
ら
し
な
ん
で

も
相
談
室
」
係
（
☎
０
２
５
―
２
２

３
―
８
２
３
１
）

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

生活保護世帯や障がいを持っている人がいる世帯で、
市民税非課税の措置を受け、NHK受信料が
全額免除されている世帯の皆さんへ

地上デジタル放送簡易チューナーを
無償給付します

　経済的な理由で地上デジタル放送が受信できない世帯へ、地

上デジタル放送簡易チューナーを無償給付します。申込み方法

など詳しくは総務省地デジチューナー支援実施センターへ問い

合わせてください。

■対　象

　生活保護世帯や障がいを持っている人がいる世帯で、市民税

　非課税の措置を受け、NHK受信料が全額免除されている世帯

■申込み受付期限　12月28日㈪（平成21年度分）　

■問合せ　総務省地デジチューナー支援実施センター

　☎0570-033840（通じない場合は☎044-969-8719）

　※受付時間は午前９時〜午後９時

　　（土・日曜日、祝日は午後６時まで）

　
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
法
務
局

で
は
、「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権

の
世
紀
〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜
」

を
目
標
に
、
人
権
を
守
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開

き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守

で
す
。
●
日
時
・
会
場
＝
①
12
月
２

日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

：

十
日
町
合

同
庁
舎
、
下
条
公
民
館
②
12
月
８
日

㈫
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

：

千
手
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
問
合

　
県
で
は
、
に
い
が
た
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、
犯
罪
な
ど
の

被
害
に
遭
っ
た
皆
さ
ん
を
支
援
す
る

た
め
に
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
●
日
時
＝
12
月
４
日
㈮
午
後
１

時
〜
４
時
●
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡

（
長
岡
市
）
●
対
象
＝
犯
罪
や
交
通

事
故
な
ど
の
被
害
者
・
家
族
・
遺
族

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
国

民
生
活
事
業
）
の
ご
案
内

ま
す
。
法
律
的
な
評
価
に
基
づ
き
な

が
ら
も
法
律
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、

紛
争
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
解
決

で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

当
事
者
は
調
停
委
員
会
の
進
行
に
従

っ
て
比
較
的
自
由
に
言
い
分
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
訴
訟
ほ
ど
手

続
き
が
厳
格
で
は
な
く
、
だ
れ
で
も

簡
単
に
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
問

合
せ
＝
新
潟
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
庶
務
係
（
☎
０
２
５
―
２
２
２

―
４
１
７
５
）

せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２
―
２
５
７
５
）

話
し
合
い
で
ト
ラ
ブ
ル
解
決

利
用
し
や
す
い
民
事
調
停

　
民
事
調
停
手
続
き
は
、
調
停
委
員

会
が
当
事
者
双
方
の
言
い
分
を
聞

き
、
歩
み
寄
り
を
促
し
、
当
事
者
の

合
意
に
よ
っ
て
紛
争
の
解
決
を
図
り

●
問
合
せ
＝
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援

総
合
窓
口
（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―

５
２
４
９
）
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▼
子
ど
も
が
小
学
校
の
と
き
は
、
ク
ロ
カ

ン
の
ワ
ッ
ク
ス
塗
り
、
大
会
の
引
率
や
応

援
で
、
冬
は
結
構
忙
し
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
わ
が
家
の
子
ど
も
は
、
参
加

す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で

し
た
が
。
中
学
校
に
入
り
ク
ロ
カ
ン
を
や

め
て
か
ら
は
、
な
ん
だ
か
寂
し
い
よ
う
な

感
じ
で
す
。

▼
当
地
域
で
は
、
11
月
の
2
日
か
ら
3
日

に
か
け
て
初
雪
が
降
り
ま
し
た
。
大
厳
寺

高
原
で
は
お
よ
そ
20
㎝
の
積
雪
と
な
り
ま

し
た
。
や
が
て
本
格
的
に
雪
が
降
っ
て
き

ま
す
。
皆
さ
ん
は
冬
用
の
タ
イ
ヤ
に
履
き

替
え
た
で
し
ょ
う
か
。
初
雪
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
状
の
と
き
は
、
ま
だ
雪
に
慣
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
、
田
ん
ぼ
に
落
ち
た
り
、
側
溝

に
は
ま
っ
た
り
し
て
い
る
車
を
何
台
か
見

か
け
ま
し
た
。
早
め
の
タ
イ
ヤ
交
換
を
行

▼
今
回
も
褒
章
・
表
彰
の
取
材
に
伺
い
ま

し
た
が
、
受
賞
の
感
想
を
お
聞
き
す
る
と
、

必
ず
周
り
の
人
や
家
族
へ
の
感
謝
の
言
葉

が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
功

績
を
残
す
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で

す
が
、
感
謝
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

▼
最
近
市
役
所
に
来
た
人
は
お
気
づ
き
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
10
月
か
ら
市
役
所

本
庁
の
玄
関
で
総
合
案
内
を
始
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
全
職
員
が
交
代
で
市
役
所
の

玄
関
に
立
ち
、
市
役
所
に
来
た
市
民
に
あ

い
さ
つ
を
し
、
行
き
先
の
分
か
ら
な
い
人

に
は
案
内
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
関

口
市
長
の
、
市
民
に
親
し
み
や
す
い
市
役

所
作
り
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
職
員
が
提

案
を
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。（
高
）
も
一
回

い
、
安
全
運
転
で
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

起
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

担
当
し
ま
し
た
が
、

自
分
自
身
も
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

(久)(高)

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

中条病院 北原 757-3018

津南病院 津南町 765-3161

たかき医院 土市５ 758-2361

小林内科医院 中町 752-7155

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

松之山診療所 松之山 596-2240

富田医院 発電所通り西 761-0200

倉俣診療所 芋川 763-2147

川西診療所 高原田 768-2034

庭野医院 寿町４ 752-2711

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

16日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年８月
生まれの

乳 児

10か月児
身体測定

16日㈬ 午前９時〜10時
21年２月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

９日㈬
午後１時
　〜１時30分

20年６月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

24日㈭
午前９時
　〜９時30分

19年６月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

17日㈭
午後１時
　〜１時30分

18年６月
生まれの

幼 児

27日㈰

13日㈰

６日㈰

23日㈷

20日㈰

事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 ２日㈬

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 15日㈫

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

期　日 会場 受付時間

７日㈪・21日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

10日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

11日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

18日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

21日㈪

松之山支所 午前8時30分〜11時30分

松代支所 午前9時〜11時

中里支所 午前9時〜11時30分

22日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

期　日 会場 受付時間

２日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

３日㈭ 松之山保育園 午前９時〜11時

10日㈭
子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

22日㈫ 松代保育園 午前９時〜11時30分

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

●離乳食教室
●診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時

29日㈫

30日㈬

31日㈭

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です
　毎週月〜金曜日午前９時〜午後５時
　※23日㈷・29日㈫〜31日㈭は休み
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　３日㈭・17日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】15日㈫　午後１時30分〜４時
　　　　　　 会場：はあとふる川西
　【中里地域】19日㈯　午後１時30分〜３時30分
　　　　　　 会場：中里支所

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約
　毎週木曜日午後１時30分〜４時　※31日は休み
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　９日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●消費者相談
　毎週月曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　10日㈭・24日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

　12月の献血はありません。

●問合せ　健康支援課地域医療係☎757-3719

●日　時　２日㈬　午後３時〜５時

●会　場　十日町地域振興局健康福祉部（保健所）

●医　師　須賀医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課☎757-2402

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも無料で相談できます。

●日　時　１日㈫・８日㈫・15日㈫・22日㈫
　　　　　午前10時〜11時　※22日はクリスマス会
●対　象　１歳〜就学前のお子さんとその保護者
●会　場　サンクロス
●問合せ　中央公民館☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　12日㈯　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児〜小学生
●会　場　下条公民館
●問合せ　水落☎756-2254

 ぐりぐらルーム

 おはなしたまてばこ
●日　時　10日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館☎750-5100

 どんぐりおはなしのへや
●日　時　19日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　19日㈯　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●問合せ　山田☎768-3865

 おはなしぴよぴよ
●日　時　12日㈯・26日㈯　午前10時30分〜11時
●対　象　乳幼児
●会場・問合せ　情報館☎750-5100

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　５日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対　象　どなたでも参加できます
●会　場　加賀書院
●問合せ　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院
　　　　　☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

●ちびっこひろば

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日※31日を除く
 　▽松代支所　　４日㈮　  ▽松之山支所　８日㈫
 　▽中里支所　　18日㈮　 ▽川西支所　　22日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

 おはなしひろば
●日　時　19日㈯　午前10時〜
●対　象　園児〜小学３年生
●会場・問合せ　中里公民館☎763-2493

 いっしょにあそぼ
●日　時　３日㈭・10日㈭・17日㈭　午前10時〜11時
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館☎758-3101

◎会　場…十日町保健センター
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
　　　　　フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
　　　　　視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
　　　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠席や体調
が心配な場合は、本庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますので、
届かない人は本庁へ連絡してください。

◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりをも
って来てください。
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十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4956

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

●休日救急医

●乳幼児健診

●こころの健康相談

●全血献血

●各種相談のお知らせ
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、
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区
に
あ
る
キ
�
ン
プ
場
や
中
峰
ス
キ
ー
場
、

ロ
ッ
ヂ
中
峰
な
ど
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
地

域
の
団
体
で
す
。
こ
の
ほ
ど
神
明
水
辺
公
園

の
整
備
が
終
了
し
、
11
月
14
日
㈯
に
し
ゅ
ん

工
式
を
行
い
ま
し
た
。

神
明
水
辺
公
園
は
、
下
条
地
域
の
住
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
現
在
で
は
区
域
外
の
小
学
校
の
遠

足
の
コ
ー
ス
に
な
っ
た
り
、
大
地
の
芸
術
祭

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
た
り
す
る
な

ど
、地
域
外
か
ら
の
利
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
中
越
大
震
災
復
興
基
金
を
利
用

し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
貝
ノ
川
・
為
永
集

落
と
下
条
地
区
財
産
管
理
委
員
会
が
協
働

で
、
東
京
芸
術
大
学
出
身
の
野
村
万
里
沙
さ

ん
に
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
、
公
園
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
6
体
の
カ
ッ
パ
の
像
を
設
置
し

ま
し
た
。
委
員
長
の
村
山
徹
さ
ん
（
為
永
・

66
歳
）
は
、「
次
の
世
代
に
心
の
財
産
と
し

て
ど
う
い
う
も
の
を
残
せ
る
の
か
を
考
え
ま

し
た
。
公
園
作
り
を
進
め
る
中
で
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
強
ま
り
、
み
ん
な
が
協
力
を
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
、

地
域
の
交
流
の
場
の
中
心
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

公
園
を
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
作
る
こ
と

で
、
目
に
見
え
な
い
き
ず
な
が
生
ま
れ
、
地

震
か
ら
の
復
興
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
か
わ
い
ら
し
い
カ
ッ
パ
た
ち
が
、

公
園
に
集
う
子
ど
も
た
ち
を
優
し
く
見
守
り

ま
す
。

₂₀

　地域の住民や子ども会など、文字どおり地域をあげて公園の整備をしまし
た。

　カッパと子どもたちはすぐに仲良し
になりました。

　澄んだ流れの中で、子ども
たちの笑い声が響きます。
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中
越
大
震
災
か
ら
5
年
が
経
過
。
道
路
や
建
物
の
復
興
は
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
、
ま

ち
の
中
を
見
渡
し
て
も
ほ
と
ん
ど
地
震
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
の
大

変
な
状
況
は
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
心
の
中
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
下
条
地
区
で

は
、
公
園
作
り
を
と
お
し
て
震
災
か
ら
の
心
の
復
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

公
園
作
り
で
大
震
災
か
ら
の
心
の
復
興
を
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